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主な掲載内容
●第3回定例会を開催  1面
●区政をきく（代表質問） 2〜3面
●第4回定例会の予定 3面
●区政をきく（一般質問） 4〜5面
●区長挨拶 5面
●平成25年度決算に対する各会派の意見 ６面
●第3回定例会で決まった議案など ７面
●第3回定例会の請願・陳情の結果 ７面
●第3回定例会で可決した意見書 ８面
●友好都市親善訪問など ８面

発行　大田区議会  〒144−8621 大田区蒲田五丁目13番14号
電話　03−5744−1474（直通）
ホームページアドレス http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/

【国際都市おおたフェスティバル in「空の日」羽田】　羽田空港の旧整備場地区を会場とした国際交流イベントが開催され、多数の外国籍の方々を含む約24,000人の来場者
でにぎわった。2020年オリンピック・パラリンピック東京大会開催や国際線発着枠の拡大により、羽田空港は日本の玄関口として今後更に多くの外国人が日本で最初に降
り立つ地となる。区は、外国人が訪れたくなる魅力あるまちづくりを目指して、訪日外国人の受け入れ環境整備を進めている。

平成25年度決算を認定
羽田空港における騒音対策とアクセスの強化を
求める意見書など3件の意見書を可決
　大田区議会は、平成26年第3回定例会を９月11日から10月9日までの
29日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について14名の議員が質問し、
議論しました（詳細は、2～5面に掲載）。
　この定例会で上程、審議した主な内容は、次のとおりです。
●�区長提出議案として、平成25年度大田区一般会計歳入歳出決算や平成
26年度大田区一般会計補正予算（第3次）など報告を含む30件が提出
されました。その内、平成25年度決算に関する4件の議案については、
決算特別委員会を設置し集中審査した結果、全て認定しました（決算
に対する各会派の意見は、6面に掲載）。また、そのほかの議案につい
ては全て原案どおり可決しました（詳細は、7面に掲載）。
●�議員提出議案として条例案2件と意見書1件、委員会提出議案として意見書2件が提
出され、審議の結果、意見書3件は全て可決し、条例案2件については賛成者少数で
否決しました（意見書の全文は、8面に掲載）。
●�2020年オリンピック・パラリンピックの東京開催が決定されたことを契機として
議論を深めるため、スポーツ・観光推進特別委員会の調査事件に「東京オリンピッ
ク・パラリンピックについて」を追加しました。
●�請願・陳情は、審議の結果、採択４件、不採択23件、そのほかは継続審査となりま
した（請願・陳情の結果は、7面に掲載）。

今号の花  びわ
花言葉： あなたに打ち明ける、
　　　　密かな告白
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区議会だより
おおた

ご利用ください 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して検索、閲覧できます。 大田区議会ホームページアドレス　http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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［
松
原
区
政
７
年
半
の
成
果
を
問
う
］

２
期
目
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
感
想

と
３
選
出
馬
へ
の
決
意
と
所
信
を
伺
う
。

「
地
域
力
」
と
「
国
際
都
市
」
の
理

念
を
基
本
構
想
に
掲
げ
区
政
を
推
進
し

て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
地

域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
取
り
組
み
を

実
施
す
る
な
ど
、
区
政
や
区
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
地
域
力
が
日
々
醸
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
一
方
、

羽
田
空
港
の
国
際
化
や
東
京
オ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
、

国
家
戦
略
特
区
の
指
定
な
ど
、
大
田
区

は
全
国
的
に
も
国
際
都
市
と
し
て
注
目

さ
れ
る
自
治
体
と
な
っ
た
。
ま
た
、
３

選
出
馬
へ
の
表
明
だ
が
、
現
在
大
田
区

は
、
区
政
・
都
政
・
国
政
を
も
左
右
す

る
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
に
道
筋
を
つ
け
る
た
め
に
も

引
き
続
き
区
政
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

［
防
災
対
策
に
つ
い
て
］

雨
量
、
風
速
、
震
度
、
洪
水
な
ど
従

前
か
ら
の
被
害
想
定
を
根
本
か
ら
見
直

す
防
災
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

区
で
は
、
水
防
対
策
を
一
層
充
実
さ

せ
る
た
め
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
直
す
と
共
に
、
区
民
に
も
リ
ス
ク
と

な
る
災
害
情
報
を
伝
え
、
身
を
守
る
た

め
の
行
動
に
つ
い
て
積
極
的
な
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

［
羽
田
空
港
を
起
点
に
し
た
発
展
に
つ

い
て
］

空
港
機
能
の
拡
充
が
首
都
圏
の
み
な

ら
ず
我
が
国
の
発
展
の
た
め
に
は
不
可

欠
と
考
え
る
が
、
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
が
拡
充
さ
れ
、

海
外
と
の
行
き
来
が
よ
り
容
易
に
な
れ

ば
、
海
外
と
の
間
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
創
出
す
る
拠
点
性
が
高
ま

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
海
外
の
活
力
を
国
内
各
地
域
に

波
及
さ
せ
る
上
で
、
重
要
な
空
港
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
と
考
え
る
。

国
道
３
５
７
号
線
が
横
浜
方
面
ま
で

延
ば
さ
れ
る
と
、
首
都
圏
の
湾
岸
部
の

動
脈
と
し
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
見
通
し
を
伺
う
。

羽
田
空
港
周
辺
・
京
浜
臨
海
部
連
携

強
化
推
進
委
員
会
で
、
東
京
湾
岸
地
域

の
広
域
連
携
と
空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
に

資
す
る
国
道
３
５
７
号
多
摩
川
ト
ン
ネ

ル
を
整
備
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
国

の
主
導
の
も
と
、
関
係
自
治
体
の
協
力

を
得
て
、
早
期
完
成
に
向
け
た
道
が
開

か
れ
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
。
今

後
は
国
、
都
、
関
係
自
治
体
と
の
連
携

を
更
に
強
め
、
早
期
着
工
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

新
空
港
線
の
計
画
は
、
沿
線
の
住
民

は
も
と
よ
り
首
都
圏
全
体
の
公
共
性
・

公
益
性
を
高
め
る
た
め
に
、
鋭
意
、
実

現
に
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
が
国
益
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

新
空
港
線
の
整
備
は
大
田
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
国
益
に
貢
献
す
べ
き
重
要
な
使

命
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
公
共
性

・
公
益
性
の
高
い
新
空
港
線
の
早
期
整

備
実
現
に
向
け
て
、
関
係
者
と
現
在
、

個
別
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
・

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

［
産
業
振
興
に
つ
い
て
］

区
の
製
造
業
の
将
来
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
企
業
誘
致
を
担
当
す
る
セ
ク
シ 

ョ
ン
は
ど
こ
が
担
う
の
か
。
ま
た
、
産

業
経
済
部
と
産
業
振
興
協
会
の
役
割
分

担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
業
立
地
は
、
産
業
経
済
部
工
業
振

興
担
当
が
所
管
し
て
い
る
。
も
の
づ
く

り
政
策
の
政
策
立
案
機
能
を
発
揮
す
る

の
が
産
業
経
済
部
で
、
具
体
的
な
支
援

事
業
は
産
業
振
興
協
会
が
担
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。
役
割
を
明
確
に
す
る

と
共
に
、
車
の
両
輪
と
し
て
連
携
を
深

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
振
興
施
策

を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

区
政
を
き
く

代
表
質
問

境
に
応
じ
、
利
用
者
の
自
立
し
た
生
活

に
向
け
適
切
に
対
応
を
し
て
い
く
。

27
年
４
月
か
ら
始
ま
る
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
金
の
全
て
を
使
っ

て
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

基
金
の
取
り
崩
し
額
に
つ
い
て
は
、

介
護
給
付
費
や
保
険
料
収
入
な
ど
の
推

計
を
行
い
、
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

［
１
４
６
億
円
余
残
し
た
決
算
］

防
災
対
策
・
高
齢
者
福
祉
予
算
で
使

い
残
し
が
多
い
。
区
民
の
要
望
に
応
え

て
年
度
途
中
で
も
増
や
し
、
積
極
的
に

区
民
の
暮
ら
し
を
支
援
す
べ
き
。

区
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
活
力
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進

め
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

25
年
度
決
算
残
額
１
４
６
億
円
余
の

歳
入
歳
出
差
引
額
は
過
去
最
高
と
な
り
、

積
立
金
は
１
０
１
４
億
円
余
。
こ
の
こ

と
は
予
算
編
成
時
の
廃
止
・
縮
小
は
必

要
な
く
、
区
民
の
暮
ら
し
・
営
業
へ
十

分
な
支
援
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

区
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
図
る
と

共
に
、
区
内
経
済
の
活
性
化
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

新
空
港
（
蒲
蒲
）
線
は
白
紙
撤
回
し
、

区
民
へ
の
利
便
性
向
上
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
蒲

田
駅
か
ら
京
急
蒲
田
駅
ま
で
の
循
環
無

料
バ
ス
を
運
行
し
て
は
ど
う
か
。

バ
ス
は
、
鉄
道
と
比
較
し
て
輸
送
量

と
速
達
性
に
欠
け
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
新
空
港
線
の
早
期
実
現
を
目
指
す
。

区
民
・
学
校
施
設
整
備
は
、
都
市
基

盤
整
備
と
基
金
を
分
け
て
優
先
に
行
う

べ
き
。
ま
た
、
学
校
施
設
整
備
を
、
前

期
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
計
画
に
す
べ
き
。

公
共
施
設
全
体
を
見
据
え
な
が
ら
行

っ
て
い
く
。
学
校
施
設
の
後
期
整
備
計

画
は
、
２
校
に
戻
し
改
築
し
て
い
く
。

［
公
共
と
し
て
の
臨
海
斎
場
］

27
年
４
月
か
ら
、
２
万
３
千
円
か
ら

３
万
４
５
０
０
円
と
な
る
が
、
火
葬
料

の
値
上
げ
で
は
な
く
、
無
料
に
す
べ
き
。

民
間
斎
場
利
用
者
と
の
負
担
の
公
平

性
と
い
う
観
点
か
ら
、
適
正
な
利
用
者

負
担
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

５
区
の
負
担
金
は
、
償
還
が
終
わ
る

２
０
１
８
年
度
以
降
も
含
め
て
、
今
後

の
見
通
し
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。
ま
た
、

火
葬
需
要
に
合
わ
せ
て
炉
の
増
設
計
画

な
ど
抜
本
的
な
改
修
計
画
を
示
す
べ
き
。

施
設
の
増
改
築
や
大
規
模
災
害
対
策

な
ど
の
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
今

後
、
関
係
５
区
で
検
討
し
て
い
く
。

遺
体
保
管
の
需
要
は
大
変
高
く
、
民

間
の
遺
体
保
管
業
者
が
区
内
で
増
加
し

て
お
り
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
20
あ
る
保
冷
庫
を
増
や
す
べ
き
。

こ
れ
ま
で
も
重
ね
て
保
冷
庫
の
増
設

要
望
を
伝
え
て
き
た
。
そ
の
必
要
性
と

重
要
性
を
踏
ま
え
て
区
民
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

［
差
し
押
さ
え
禁
止
債
権
の
是
正
を
］

児
童
手
当
差
し
押
さ
え
を
違
法
と
し

た
広
島
高
裁
判
決
の
精
神
を
生
か
し
、

差
し
押
さ
え
禁
止
債
権
の
差
し
押
さ
え

を
是
正
す
べ
き
。

今
後
も
適
正
な
滞
納
処
分
を
行
う
よ

う
努
め
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
料
は
各
自
治
体
で
独

自
に
条
例
を
作
り
減
免
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
種
の
減
免
を
作
っ
て
、
区
民

の
暮
ら
し
を
応
援
す
べ
き
。

特
別
区
共
通
基
準
に
基
づ
き
、
保
険

料
の
減
免
を
実
施
し
て
い
る
。
区
独
自

で
の
減
免
措
置
は
、
他
の
医
療
保
険
加

入
者
と
の
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、

困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

松
原
区
政
の
７
年
と

安
心
と
魅
力
あ
る
未
来
の
た
め
に

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合
　
高
瀬
　
三
徳

て
い
る
。

［
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
つ
い
て
］

包
括
的
な
子
育
て
世
代
の
支
援
策
に

つ
い
て
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

事
業
所
内
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
企

業
へ
の
制
度
の
周
知
や
働
き
掛
け
に
努

め
て
い
く
。
産
休
・
育
休
制
度
に
関
し 

て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
育
園
の
１ 

歳
児
定
員
の
拡
充
に
取
り
組
む
と
共
に
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
く
。
全
て
の
子
育
て

家
庭
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
児

童
館
や
保
育
園
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
身
近
な
場
所
で
、
相
談
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
充
実
し
て
い
く
。

加
え
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
地
域
と
共
に
子
育
て
世
代
を
支

援
し
て
い
く
。

［
学
童
保
育
の
校
舎
で
の
展
開
に
つ
い

て
］学

校
を
活
用
し
て
学
童
保
育
を
実
施

す
る
決
意
と
現
時
点
の
到
達
点
を
伺
う
。

児
童
の
放
課
後
の
安
全
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
も
、
今
後
は
、
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、
全
て
の
小
学
校
施
設
を
活

用
し
て
順
次
展
開
し
て
い
く
。
現
在
、

27
年
度
の
実
施
に
向
け
候
補
と
な
る
学

校
と
具
体
的
な
調
整
を
進
め
て
い
る
。

［
福
祉
と
医
療
の
総
合
的
な
展
望
に
つ

い
て
］

今
後
の
見
込
み
と
、
こ
れ
を
達
成
し

て
い
く
組
織
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
か
。

福
祉
と
医
療
が
連
携
し
、
高
齢
者
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
包
括

ケ
ア
体
制
を
早
急
に
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
区
と
し

て
は
、
自
治
会
・
町
会
な
ど
の
地
域
組

織
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
社

会
福
祉
法
人
や
病
院
な
ど
多
様
な
主
体

と
連
携
を
深
め
る
と
共
に
、
庁
内
の
組

織
整
備
を
進
め
て
い
く
。

区は、羽田空港の再拡張・国際化に伴う空港臨海部における土地利用の変
化などを見極めつつ、円滑な交通の流れとなるよう新たな道路網の整備に
取り組んでいる。

臨海斎場は、港区、品川区、目黒区、大田区、世田谷区が共同事業として設立した臨海部広域斎場組
合によって運営されている。

増
税
を
中
止
し
区
民
の
未
来
に

責
任
を
持
つ
区
政
へ

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
　
大
竹
　
辰
治

［
消
費
税
増
税
の
対
策
を
求
め
る
］

消
費
税
は
社
会
保
障
の
財
源
で
は
な

い
。
区
民
の
暮
ら
し
や
営
業
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
27
年
10
月
の
10

％
へ
の
増
税
は
暮
ら
し
や
経
済
を
破
壊

し
て
し
ま
う
の
で
反
対
を
す
べ
き
。

軽
減
税
率
に
つ
い
て
の
議
論
も
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
動
向
を
含
め
見

守
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

消
費
税
増
税
の
影
響
が
深
刻
な
中
、

区
内
の
全
商
店
街
に
支
援
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
、
第
４
回
定
例
会

の
補
正
予
算
や
27
年
度
当
初
予
算
に
組

む
べ
き
。

現
状
で
は
計
上
の
考
え
は
な
い
。

都
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
商
店
街
負
担

分
、
５
分
の
１
を
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
区
で
も
補
助
す
べ
き
。
ま
た
、

電
気
料
金
の
補
助
割
合
を
増
や
す
べ
き
。

個
々
の
商
店
街
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
未
対
応
の

理
由
の
現
状
把
握
に
努
め
て
い
く
。
今

回
の
補
正
予
算
で
電
気
料
金
の
増
額
分

へ
の
補
助
を
実
施
し
た
。

区
の
優
れ
た
技
術
を
展
示
す
る
常
設

展
示
場
を
求
め
る
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン

グ
・
販
路
拡
大
な
ど
の
仕
事
確
保
の
た

め
に
強
力
に
支
援
す
る
専
門
家
体
制
を

作
る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
れ
ま
で
も
自
主
展
示
・
商
談
会
を

開
催
。
区
産
業
振
興
協
会
で
、
受
発
注

相
談
や
大
手
企
業
と
の
「
マ
ッ
チ
ン
グ

会
」、
専
門
家
を
派
遣
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

工
業
専
用
・
準
工
業
地
域
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、「
住
工
共
生
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
の
制
定
を
求
め
る
。

住
工
共
生
調
和
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
各

種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
も

現
施
策
を
基
本
に
推
進
し
て
い
く
。

介
護
保
険
法
改
悪
に
よ
り
、
要
支
援

者
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
と
区
民

に
約
束
す
べ
き
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

担
保
、
地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
財

源
確
保
し
必
要
な
支
援
を
行
う
べ
き
。

利
用
者
個
々
の
健
康
状
態
や
生
活
環
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［
ま
ち
づ
く
り
と
産
業
に
つ
い
て
］

政
府
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
２
０
２
０
年
を
め

ど
に
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
客

を
倍
増
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
、
羽
田
空

港
の
発
着
枠
も
年
４
万
回
程
度
増
や
す

計
画
と
の
こ
と
だ
が
、
地
元
区
と
し
て

こ
の
発
着
枠
の
拡
大
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
ま
た
国
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
要
望
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

提
示
さ
れ
た
拡
大
方
策
は
、
都
心
上

空
や
、
Ｂ
滑
走
路
の
西
向
き
離
陸
な
ど
、

こ
れ
ま
で
飛
行
し
て
い
な
か
っ
た
新
し

い
飛
行
経
路
が
含
ま
れ
て
お
り
、
広
域

的
な
騒
音
影
響
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ

る
。
都
や
関
係
区
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
へ
の
騒
音
レ
ベ
ル
が
ど
の
程
度
な

の
か
、
想
定
す
る
機
材
、
対
策
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
と
、
区
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
を
求
め
て
い
く
。

国
家
戦
略
特
別
区
域
制
度
の
趣
旨
や

政
策
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
区
が
内
閣

府
に
提
案
し
た
８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
に
向
け
て
、
こ
の
間
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

９
月
２
日
の
内
閣
府
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
羽
田
空
港
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
、
官
民
連
携
に
よ
り
日
本
と
海
外

の
企
業
・
人
材
を
結
ぶ
成
長
戦
略
拠
点

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
の
意
義
や
効
果

な
ど
、
区
の
主
張
を
伝
え
、
国
の
示
し

た
規
制
改
革
に
加
え
て
、
規
制
改
革
項

目
の
追
加
を
求
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
「
東
京
圏
に
お
け
る

今
後
の
都
市
鉄
道
の
あ
り
方
に
関
す
る

小
委
員
会
」
に
お
い
て
関
係
自
治
体
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
、
26
年
度
中
に
必

要
に
応
じ
て
中
間
取
り
ま
と
め
を
行
う

と
伺
っ
て
い
る
。
区
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
対
処
し
て
い
く
の
か
。

現
在
、
小
委
員
会
に
お
い
て
空
港
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
区
も
６
月
30

日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
、
新
空
港
線

整
備
に
関
す
る
提
案
を
し
て
き
た
。
今

後
は
関
係
鉄
道
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
終
了
後
、
交
通
政
策
審
議
会
と
し

て
26
年
度
中
に
必
要
に
応
じ
て
中
間
取

り
ま
と
め
を
す
る
予
定
。
区
と
し
て
は
、

早
期
整
備
実
現
に
向
け
て
、
関
係
者
と

協
議
、
調
整
を
重
ね
て
い
く
。

［
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
］

26
年
度
大
田
区
待
機
児
解
消
緊
急
加

速
化
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス

定
員
６
２
０
名
の
達
成
見
通
し
は
い
か

が
か
。
新
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
保
育

ニ
ー
ズ
が
更
に
増
え
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
考
え
て
い
る
か
。

６
２
０
名
の
定
員
増
は
達
成
で
き
る

見
込
み
。
今
後
も
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
27
年
４
月
に
向

け
更
に
３
０
０
名
を
超
え
る
保
育
サ
ー

ビ
ス
定
員
増
を
図
る
予
定
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
り
新
制
度
へ
の
円
滑
な

移
行
を
図
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

学
童
保
育
の
対
象
児
童
が
小
学
校
６

年
生
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
と
、

学
童
保
育
事
業
の
今
後
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
全
児
童
を

対
象
に
し
た
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
と
連
携
し
、
順
次
小
学
校
で
展
開

し
て
い
く
。

向
上
意
欲
を
も
つ
有
能
な
若
者
が
経

済
的
な
理
由
で
断
念
す
る
こ
と
な
く
、

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
で
き
る
環

境
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
給

付
型
奨
学
金
制
度
に
対
す
る
評
価
、
ま

た
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
の
展
望
を
伺
う
。

給
付
型
奨
学
金
は
、
経
済
的
事
情
の

あ
る
優
秀
な
学
生
に
対
し
、
入
学
金
な

ど
の
一
時
的
経
費
に
充
て
る
た
め
に
給

付
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
学
進
学
な
ど

を
目
指
す
学
生
に
対
し
大
き
な
支
援
と

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
従
来
の
貸

付
型
奨
学
金
制
度
も
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
こ
の
二

つ
の
奨
学
金
制
度
の
利
点
を
生
か
し
な

が
ら
、
社
会
に
有
用
な
人
材
育
成
の
た

め
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体

は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
策

定
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貧

困
対
策
実
施
に
向
け
て
の
認
識
を
伺
う
。

貧
困
の
連
鎖
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

将
来
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
で
は
現
在
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子

ど
も
に
対
し
て
塾
に
通
う
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
中
学
１
・
２
年
生
に

は
５
万
円
、
３
年
生
に
は
15
万
円
と
い

う
こ
と
だ
が
、
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら

の
教
育
的
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
も
っ

と
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
支
援
は
子
ど
も
の
早
い
時
期
か

ら
の
実
施
が
効
果
的
で
あ
り
、
対
象
の

拡
大
や
補
助
内
容
の
改
善
な
ど
、
支
援

内
容
の
拡
充
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
世
帯
の
中
学
生
を
中
心
と

し
た
学
習
支
援
事
業
が
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
助
成
を
受
け
て
い
る
が
、
区
全
域
に

こ
の
よ
う
な
活
動
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
も
、
単
年
度
の
補
助
金
で
は
な
く
永

続
的
に
事
業
展
開
で
き
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
助
成
終
了
後
も
引

き
続
き
学
習
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
た
ち
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
生
活
保
護
世
帯
に
対
す
る
塾
代
補

助
の
拡
充
な
ど
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
学
習
支
援
が
継
続

で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

［
次
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
］

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
車
社
会
か

ら
人
と
緑
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
、
住
宅
地
や
商

店
街
を
分
断
す
る
都
市
計
画
道
路
は
見

直
す
時
期
に
あ
る
の
で
は
。
都
市
計
画

道
路
の
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

社
会
情
勢
、
防
災
、
環
境
、
安
全
面

な
ど
を
視
野
に
入
れ
多
面
的
な
機
能
を

生
か
し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

町
工
場
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
姿
を
変
え

て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
区
の
誇
る

も
の
づ
く
り
を
維
持
し
て
い
く
の
か
。

大
田
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

工
業
系
用
途
地
域
指
定
は
欠
か
せ
な
い

制
度
。
今
後
も
産
業
集
積
維
持
を
図
る
。

絶
対
高
さ
導
入
に
向
け
、
地
域
ご
と

の
意
見
を
く
み
取
っ
た
計
画
を
す
べ
き
。

素
案
を
公
表
し
説
明
会
・
パ
ブ
コ
メ

を
実
施
し
区
民
意
見
の
反
映
に
努
め
る
。

［
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
と
障
が
い
者
雇
用
の
充
実
］

区
で
は
、
緊
急
一
時
預
か
り
の
体
制

整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

区
独
自
事
業
と
し
て
介
護
人
派
遣
を

行
う
。
ま
た
、
夜
間
休
日
相
談
受
付
窓

口
の
開
設
な
ど
、
支
援
策
拡
充
を
検
討
。

障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
大
森
赤
十
字
病
院
、
大
森
医
師
会
館

に
お
け
る
、
医
療
の
地
域
間
連
携
に
つ

い
て
、
今
後
の
体
制
を
伺
う
。

障
が
い
の
あ
る
患
者
の
退
院
後
の
リ

ハ
ビ
リ
、
緊
急
時
の
医
療
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
始
め
て
い
る
。

区
内
の
主
要
な
場
所
を
巡
回
す
る
ル
ー

ト
バ
ス
の
準
備
を
進
め
、
誘
導
す
る
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
中
。

障
が
い
者
の
親
な
き
後
の
居
場
所
の

問
題
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今
後

の
居
住
環
境
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
支
援
に
つ

い
て
、
毎
年
２
箇
所
程
度
増
設
し
て
い

る
。
ま
た
、
障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
居
住
支
援

の
方
向
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

障
が
い
児
の
保
育
所
受
け
入
れ
に
つ

い
て
、
現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

専
門
機
関
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

統
合
保
育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

一
人
ひ
と
り
の
能
力
と
可
能
性
を
引

き
出
す
障
が
い
者
の
自
立
と
雇
用
の
拡

充
に
向
け
、
今
後
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

施
設
や
関
係
機
関
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
毎
年
約
50
名
が
就
労
。

更
に
区
独
自
に
永
年
勤
続
者
へ
「
就
労

者
激
励
会
」
を
毎
年
開
催
。
引
き
続
き
、

連
携
強
化
と
事
業
推
進
を
図
る
。

［
教
育
と
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
］

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
共
に

触
れ
合
う
場
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

に
対
す
る
区
の
考
え
を
伺
う
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
な
い
子
ど

も
が
共
に
活
動
す
る
こ
と
は
、
社
会
性

や
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
上
で
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

［
も
の
づ
く
り
大
田
区
か
ら
国
内
外
へ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
を
売
り
込
む
産

業
施
策
の
充
実
］

区
内
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
新
製
品
・
新
技
術
に
対
す
る
助
成

金
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

区
は
、
開
発
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成

に
加
え
、
実
用
化
製
品
化
助
成
も
実
施

し
て
い
る
。
更
に
も
の
づ
く
り
企
業
と

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
開
発
コ

ラ
ボ
助
成
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
区
内
企

業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
く

と
共
に
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
を
国

内
外
に
発
信
し
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま

で
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

羽
田
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
解
決
と

福
祉
施
策
の
実
現
を

大
田
区
議
会
公
明
党
　
松
本
　
洋
之

一
人
ひ
と
り
が
輝
く

大
田
区
政
の
実
現
を
目
指
し
て
！

大
田
区
議
会
民
主
党
・
新
政
会
　
森
　
　
　
愛

区は、更なる保育サービス基盤の拡充と共に、子ども・子育
て支援新制度への円滑な移行を図るため、待機児解消の早期
実現に向けた取り組みを推進している。

多くの人 が々行き交い、集う蒲田駅周辺は、まちの魅力を発信、実感できる景観整備の重要なスポット。

● 議員紹介 ● 会議日程

● 本会議の結果 ● 特別委員会の報告書

● 議会中継 ● 会議録の検索

● 決議・意見書 ● 請願・陳情の審査結果

● 区議会だより

ホームページのご案内

　ホームページで議会の新着情報や議員名簿、
会議日程などをお知らせしています。
　ぜひご活用ください。
大田区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/
gikai/

主な掲載内容

第 4 回定例会の予定
11月

12月

27 日 本会議（第１日）
28 日 本会議（第２日）

 1 日 常任委員会
 2 日 常任委員会
 3 日 議会運営委員会
 4 日 特別委員会
 8 日 議会運営委員会
 本会議（第３日）

○請願・陳情の締め切り　11 月 19 日（水）

※以上は予定であり、実際の日程は、定例会開催前の
議会運営委員会で決定します。詳細は、議会事務局
までお問い合わせください。
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区議会だより
おおた

ご利用ください 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して検索、閲覧できます。 大田区議会ホームページアドレス　http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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田
村
　
英
樹

大
田
区
議
会

公
明
党

［
区
内
情
報
の
有
効
的
集
約
・
発
信
］

平
和
都
市
宣
言
か
ら
30
周
年
。
平
和

強
調
の
月
の
８
月
、
区
は
平
和
の
ア
ピ

ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た
か
伺
う
。

花
火
の
祭
典
を
メ
イ
ン
に
、
パ
ネ
ル

展
や
地
球
歌
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
区
内
外
へ
広
く

周
知
し
た
。

情
報
発
信
の
「
Ｏ
２
Ｏ
」
と
い
う
概

念
を
、
区
の
観
光
施
設
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

観
光
施
策
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、

具
体
的
な
活
用
方
法
な
ど
を
含
め
、
今

後
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

蒲
田
駅
・
大
森
駅
周
辺
を
中
心
と
し

た
飲
食
店
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、
区

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

26
年
７
月
締
結
の
「
ぐ
る
た
び
」
に

大
田
区
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
、
地
域

に
根
差
し
た
情
報
発
信
を
展
開
す
る
。

［
区
内
の
文
化
資
源
の
活
用
］

区
内
に
存
在
す
る
指
定
・
登
録
文
化

財
の
登
録
数
に
つ
い
て
伺
う
。

区
内
の
文
化
財
の
登
録
数
は
、
26
年

８
月
１
日
現
在
、
国
指
定
、
国
登
録
、

都
指
定
、
区
指
定
合
わ
せ
て
１
７
４
件
。

六
郷
水
門
は
指
定
・
登
録
文
化
財
で

は
な
い
が
、
近
代
化
遺
産
と
位
置
付
け

ら
れ
る
貴
重
な
地
域
の
財
産
。
区
内
に

存
在
す
る
同
様
な
地
域
資
源
の
保
全
に

つ
い
て
、
区
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

歴
史
、
文
化
を
大
切
に
す
る
地
域
づ

く
り
の
核
の
一
つ
と
し
て
、
景
観
を
含

め
た
保
存
、
継
承
を
地
域
と
共
に
考
え

て
い
く
。

区
の
情
報
と
魅
力
を
効
果
的
に
発
信

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ｉ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
や
、
地
域
が
主
体
と
な
り
区
民
自
ら

が
発
信
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
む
。

［
防
災
関
連
に
つ
い
て
］

区
が
進
め
る
不
燃
化
ま
ち
づ
く
り
助

成
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

重
点
整
備
地
域
の
大
森
中
地
区
に
加

え
、
新
た
に
区
内
２
地
区
に
つ
い
て
、

27
年
度
事
業
開
始
を
目
途
に
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

総
務
省
消
防
庁
で
も
推
奨
さ
れ
て
い

る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
区
は

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

区
民
へ
の
周
知
を
深
め
つ
つ
、
あ
っ
せ

ん
販
売
の
推
進
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
有
効
性
や
仕
組

み
を
広
く
周
知
し
な
が
ら
積
極
的
な
設

置
を
促
し
て
い
く
と
共
に
、
区
民
が
さ

ほ
ど
負
担
感
な
く
設
置
で
き
る
よ
う
、

あ
っ
せ
ん
販
売
へ
の
取
り
入
れ
を
強
く

働
き
掛
け
て
い
く
。

空
き
家
等
地
域
貢
献
活
用
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
と
庁
内
連
絡
体
制
の

構
築
へ
の
見
解
を
伺
う
。

本
庁
舎
内
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

区
内
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
す
る
。

住
宅
課
を
中
心
に
関
係
各
課
と
連
携
し
、

こ
の
事
業
の
具
体
的
な
活
用
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
。

大
橋
　
武
司

大
田
区
議
会

公
明
党

［
伊
豆
高
原
学
園
に
つ
い
て
］

天
文
台
に
関
係
し
て
学
園
に
で
き
る

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

に
、
魅
力
あ
る
宇
宙
や
星
の
写
真
展
示

や
宇
宙
映
像
の
放
映
な
ど
を
希
望
す
る
。

星
座
や
銀
河
を
は
じ
め
と
し
た
天
体

の
写
真
を
展
示
し
た
り
、
宇
宙
に
関
す

る
映
像
を
上
映
す
る
な
ど
、
児
童
を
は

じ
め
訪
れ
た
方
が
天
体
や
宇
宙
に
関
心

を
持
つ
企
画
を
実
現
し
て
い
く
。

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
］

大
田
区
の
子
ど
も
た
ち
が
競
技
を
直

接
観
戦
で
き
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

競
技
観
戦
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
形
で
実
現
で
き
る
か
現
時
点
で
は
未

定
だ
が
、
可
能
な
限
り
実
現
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

本
番
期
間
、
区
総
合
体
育
館
や
大
田

ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
区
施
設
を
練
習
会
場

と
し
て
使
用
し
、
地
元
区
の
子
ど
も
た

ち
が
多
く
見
学
に
行
き
、
交
流
で
き
る

よ
う
働
き
掛
け
を
希
望
す
る
。

区
施
設
が
い
ず
れ
か
の
種
目
の
練
習

会
場
に
正
式
採
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、

練
習
の
様
子
を
見
学
で
き
る
よ
う
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
区
民
に
開
放
し
、
選

手
と
の
交
流
の
機
会
が
設
定
さ
れ
る
よ

う
働
き
掛
け
て
い
く
。

［
障
が
い
者
緊
急
保
護
事
業
・
緊
急
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
］

緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
充
に
向

け
前
向
き
な
取
り
組
み
の
検
討
を
要
望

す
る
。障

が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
入
所

施
設
の
機
能
を
活
用
し
、
支
援
し
て
い

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
ほ
か
、

相
談
受
付
窓
口
を
夜
間
休
日
ま
で
開
設

し
、
緊
急
時
の
対
応
の
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制
整
備

を
着
実
に
行
う
と
共
に
、
今
後
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

［
家
族
介
護
者
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
］

在
宅
介
護
も
増
え
る
中
、
今
後
も
含

め
十
分
と
考
え
て
い
る
か
。
利
用
可
能

時
間
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
追
加
充
実
し
、

よ
り
区
民
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
取
り

組
み
、
家
族
介
護
者
の
支
援
体
制
を
整

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

要
介
護
度
の
重
い
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
す
る
家
族
の
負
担
軽
減
は
、
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
よ
り
利
便

性
が
高
く
、
介
護
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト

に
寄
与
す
る
制
度
と
な
る
よ
う
、
希
望

の
多
い
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
や
利
用
時
間

数
の
拡
大
な
ど
事
業
内
容
を
再
検
討
し
、

今
後
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

［
路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て
］

区
全
域
の
生
活
道
路
の
空
洞
調
査
実

施
を
要
望
す
る
。

道
路
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
程
度
の
空
洞

調
査
に
先
進
的
に
開
発
し
て
い
る
探
査

車
の
性
能
や
調
査
精
度
に
関
す
る
情
報

収
集
を
行
い
、
迅
速
に
調
査
、
研
究
を

進
め
る
。

山
崎
　
勝
広

大
田
区
議
会

民
主
党
・
新
政
会

［
空
港
の
発
着
回
数
拡
大
に
つ
い
て
］

飛
行
制
限
の
緩
和
提
案
に
つ
い
て
、

国
と
大
田
区
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
話

し
合
い
が
も
た
れ
て
き
た
の
か
。

国
に
対
し
て
更
な
る
騒
音
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
十

分
な
情
報
提
供
と
地
域
住
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
強
く
要
請
し
た
。
都
及
び
他

区
と
も
連
携
し
な
が
ら
国
と
や
り
取
り

を
行
っ
て
い
る
。

［
地
域
包
括
ケ
ア
構
築
に
向
け
て
］

六
郷
地
区
へ
の
病
院
誘
致
を
含
め
、

医
療
供
給
体
制
の
よ
り
一
層
の
充
実
・

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
。

地
域
医
療
の
整
備
は
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
に
と
っ
て
重
要
な
柱
で
あ
る
。
六

郷
地
区
へ
の
病
院
誘
致
に
つ
い
て
は
、

基
準
病
床
数
の
関
係
か
ら
、
現
時
点
で

は
設
置
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

［
保
育
士
不
足
問
題
に
つ
い
て
］

保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
当
た
り
、
潜

在
保
育
士
の
活
用
な
ど
区
の
保
育
士
不

足
解
消
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
強
化
し
、

必
要
と
な
る
保
育
士
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
保
育
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

北
澤
　
潤
子

大
田
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

［
学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て
］

大
方
の
区
立
中
学
校
の
図
書
館
は
管

理
者
が
い
な
い
理
由
で
、
日
に
15
分
し

か
開
館
し
て
い
な
い
。
読
書
環
境
、
居

場
所
と
し
て
も
っ
と
有
効
活
用
す
べ
き
。

学
校
支
援
地
域
本
部
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
読
書
活
動
充
実
に
努
め
て
い
る
。

統
括
責
任
者
で
あ
る
司
書
教
諭
が
学

級
担
任
も
あ
り
多
忙
。
学
校
図
書
館
法

改
正
で
、
学
校
司
書
の
配
置
が
努
力
義

務
に
。
読
書
指
導
・
授
業
支
援
で
き
る

専
任
の
学
校
司
書
を
配
置
す
る
べ
き
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

る
と
共
に
、
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
学

校
司
書
の
配
置
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

大
田
区
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

に
実
効
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
は
、
市

民
団
体
な
ど
公
募
委
員
を
加
え
る
べ
き
。

現
在
は
、
委
員
会
方
式
は
採
っ
て
い

な
い
が
、
次
期
計
画
策
定
の
際
の
検
討

事
項
と
し
て
考
え
て
い
く
。

鈴
木
　
隆
之

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
ス
イ
ス
・
ヴ
ォ
ー
州
と
の
連
携
に
つ

い
て
］

25
年
５
月
の
覚
書
取
り
交
わ
し
を
起

点
に
、
交
流
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
今
後
の
計
画
と
展
望
を
伺
う
。

26
年
６
月
に
新
た
に
取
り
交
わ
し
た

協
議
書
に
は
、
同
州
産
業
支
援
施
設
内

の
事
務
所
の
無
償
使
用
や
関
係
先
へ
の

連
携
支
援
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る

ほ
か
、
同
州
企
業
も
区
内
で
同
様
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、
外
国

企
業
誘
致
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て

い
る
。
将
来
的
に
は
、
羽
田
空
港
跡
地

に
計
画
し
て
い
る
産
業
交
流
施
設
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
セ
ン

タ
ー
機
能
の
中
で
連
携
先
と
な
る
よ
う
、

欧
州
企
業
と
の
結
び
付
き
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。

［
高
齢
者
住
宅
建
設
基
準
に
つ
い
て
］

補
助
金
を
受
け
取
る
た
め
建
設
費
用

の
か
さ
む
従
来
の
建
設
基
準
を
守
る
こ

と
と
、
比
較
的
負
担
の
軽
い
建
設
基
準

に
緩
和
し
、
補
助
金
を
受
け
取
ら
ず
に

居
住
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
、

そ
の
双
方
に
関
し
て
区
の
見
解
を
伺
う
。

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
場
合
、
建
設
費
に

対
す
る
補
助
金
は
住
宅
オ
ー
ナ
ー
、
家

賃
に
対
す
る
補
助
金
は
区
に
交
付
さ
れ

る
。
補
助
制
度
を
活
用
し
な
い
場
合
は
、

借
り
上
げ
た
住
宅
の
管
理
コ
ス
ト
は
全

て
区
の
負
担
と
な
る
。
補
助
制
度
を
活

用
し
た
高
齢
者
住
宅
は
、
建
設
コ
ス
ト

に
対
し
て
入
居
者
の
家
賃
が
低
い
た
め
、

入
居
で
き
な
い
高
齢
者
と
の
格
差
が
あ

る
と
の
問
題
も
あ
る
。
一
方
、
補
助
制

度
を
使
わ
ず
区
単
独
で
整
備
す
る
場
合
、

建
設
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
国
や
都
の
制
度
・
動
向
に
注
視

し
つ
つ
、
高
齢
者
住
宅
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。�

�

［
老
朽
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
］

行
政
代
執
行
を
経
験
し
、
ク
リ
ア
す

べ
き
課
題
も
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

く
の
か
。

区
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り
の
方
法

で
所
有
者
の
確
認
に
努
め
、
所
有
者
と

の
交
渉
、
対
策
の
実
現
に
向
け
粘
り
強

く
働
き
掛
け
て
い
く
。
老
朽
空
き
家
対

策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
庁
内
連
携
を

図
り
、
情
報
収
集
、
実
態
の
把
握
に
努

め
て
き
た
。
現
段
階
で
は
１
５
０
件
を

超
え
る
空
き
家
を
確
認
し
て
い
る
。
老

朽
化
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
や

衛
生
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
も
含
ま
れ

て
お
り
、
庁
内
関
係
部
局
と
の
連
携
を

図
り
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
取

り
組
ん
で
い
く
。

海
老
澤
圭
介

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
大
田
区
の
水
害
対
策
に
つ
い
て
］

現
在
ま
で
の
豪
雨
対
策
は
。

26
年
６
月
以
降
、
台
風
や
大
雨
警
報

発
令
に
よ
り
８
回
の
水
防
態
勢
を
執
っ

た
。
大
雨
や
台
風
の
際
は
、
職
員
が
参

集
し
水
防
態
勢
を
組
み
、
情
報
収
集
や

浸
水
被
害
の
危
険
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

注
意
喚
起
を
実
施
す
る
。
出
張
所
管
内

の
公
園
な
ど
に
土
の
う
置
き
場
を
設
置

し
、
緊
急
の
場
合
で
も
土
の
う
を
調
達

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
浸
水
被

害
住
宅
に
対
し
て
は
、
翌
日
に
消
毒
液

を
配
布
す
る
と
共
に
、
土
の
う
や
水
の

う
に
よ
る
浸
水
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

上
池
台
三
丁
目
公
園
の
雨
水
調
整
池

の
改
善
対
策
に
つ
い
て
都
下
水
道
局
と

話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

25
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
を
踏
ま
え
、
区
は
、
都
下
水
道
局

に
、
浸
水
被
害
の
十
分
な
検
証
と
新
た

な
浸
水
対
策
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う

要
望
し
た
。
都
下
水
道
局
で
は
、
浸
水

被
害
の
発
生
し
た
地
区
に
つ
い
て
、
下

水
道
施
設
の
検
証
と
新
た
な
浸
水
対
策

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

都
下
水
道
局
と
連
携
し
て
浸
水
対
策
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

上
池
台
地
区
75
ミ
リ
対
応
下
水
道
工

事
は
、
異
常
気
象
の
現
状
や
甚
大
な
被

害
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
急
ぐ
よ
う
都
下

水
道
局
に
対
し
て
交
渉
し
て
い
る
の
か
。

都
が
26
年
６
月
に
改
定
し
た
「
東
京

都
豪
雨
対
策
基
本
方
針
」
の
中
で
、
上

池
台
地
区
を
含
む
洗
足
池
幹
線
流
域
が

時
間
75
ミ
リ
の
降
雨
に
対
応
で
き
る
対

策
強
化
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
今
後
も
、

区
政
を
き
く

一
般
質
問



5

区議会だより
おおた

ご利用ください 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して検索、閲覧できます。 大田区議会ホームページアドレス　http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/

No.211 平成26年11月9日発行

周
辺
区
と
連
携
し
な
が
ら
、
都
に
対
し

浸
水
対
策
の
早
期
実
現
に
向
け
た
働
き

掛
け
を
し
て
い
く
。

［
魅
力
的
な
大
田
区
づ
く
り
］

お
お
た
土
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
を
し
て
は
い
か
が
か
。

開
発
コ
ラ
ボ
助
成
、
お
お
た
の
逸
品
、

大
田
の
お
土
産
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
観

光
・
国
際
都
市
部
、
産
業
経
済
部
、
更

に
他
部
局
も
含
め
区
が
一
体
と
な
っ
て
、

様
々
な
場
面
で
、
大
田
区
の
Ｐ
Ｒ
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

区
政
70
周
年
に
、
区
民
公
募
な
ど
で
、

区
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
誕
生
さ
せ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て

大
田
区
は
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
仕

掛
け
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

区
政
創
立
70
周
年
を
ど
の
よ
う
に
盛

り
上
げ
る
か
を
含
め
て
考
え
て
い
く
。

多
く
の
区
民
が
参
加
し
、
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
記
念
の
年
と
し
て
い
き

た
い
。

［
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
考
え
る
国
際
都
市
お

お
た
］

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
的
と
し

た
実
践
的
組
織
体
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
観
光
、
産

業
な
ど
の
関
係
機
関
を
含
め
て
、
仕
組

み
や
形
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

押
見
　
隆
太

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
大
田
区
財
政
の
黒
字
化
に
つ
い
て
］

Ｊ
Ｒ
や
東
急
な
ど
民
間
と
手
を
組
み
、

繰
越
金
を
蒲
田
駅
ビ
ル
再
開
発
に
投
資

す
る
こ
と
が
、
蒲
田
の
未
来
を
明
る
く

変
え
て
い
く
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

区
で
は
24
年
度
か
ら
、
蒲
田
駅
周
辺

地
区
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
地
元
関

係
者
、
国
、
都
、
区
議
会
な
ど
が
参
加

し
、
蒲
田
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
を
設

置
し
、
初
動
期
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
交
通
事
業
者

も
参
加
し
、
駅
ビ
ル
の
建
て
替
え
な
ど

も
視
野
に
入
れ
た
、
中
・
長
期
的
な
整

備
指
針
づ
く
り
の
議
論
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
関
係
事
業
者
と
情
報
・
意
見

の
交
換
を
密
に
図
り
な
が
ら
、
方
向
性

を
整
理
し
て
い
く
。

［
子
ど
も
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
］

区
内
分
娩
率
、
出
産
で
き
る
施
設
数

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

区
内
分
娩
率
は
、
こ
こ
数
年
は
上
昇

傾
向
に
あ
る
。
現
在
区
内
で
分
娩
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
７
施
設
で
あ
る
。
ま

た
、
産
科
・
産
婦
人
科
を
標
ぼ
う
す
る

医
療
機
関
は
22
施
設
有
り
、
妊
婦
健
康

診
査
を
行
う
と
共
に
、
出
産
で
き
る
施

設
の
紹
介
を
す
る
な
ど
、
切
れ
目
な
く

医
療
が
提
供
で
き
る
仕
組
み
は
整
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
区
民
が
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

26
年
度
で
終
了
す
る
大
田
区
周
産
期

医
療
緊
急
対
策
事
業
を
、
引
き
続
き
継

続
す
る
こ
と
、
ま
た
、
も
っ
と
分
娩
施

設
を
誘
致
す
る
施
策
と
Ｐ
Ｒ
を
望
む
。

現
在
ま
で
に
本
事
業
に
よ
っ
て
、
区

内
２
つ
の
医
療
機
関
に
対
し
て
、
合
計

22
床
分
の
分
娩
ベ
ッ
ド
や
、
医
療
機
器

の
整
備
補
助
を
行
っ
た
。
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
本
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

分
娩
施
設
誘
致
に
関
し
て
、
よ
り
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

調
布
地
区
の
新
設
認
可
園
が
こ
こ
数

年
少
な
い
状
況
だ
が
、
今
後
の
対
策
は
。

こ
の
地
区
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い

地
域
の
た
め
、
26
年
５
月
に
認
可
保
育

所
を
開
設
し
、
７
月
に
も
小
規
模
保
育

所
を
開
設
す
る
な
ど
、
待
機
児
解
消
に

向
け
て
、
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。
今
後
は
、
27
年
４
月
に
認
可

保
育
所
４
施
設
を
開
設
す
る
予
定
の
ほ

か
、
認
証
保
育
所
や
小
規
模
保
育
所
の

開
設
に
つ
い
て
も
現
在
調
整
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ

を
見
極
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
保
育

施
設
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

［
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
］

大
田
区
の
個
性
を
生
か
し
た
、
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
採
用
を
。

区
で
は
、
全
国
自
治
体
及
び
特
別
区

の
状
況
調
査
を
行
い
、
研
究
を
重
ね
て

き
た
。
公
募
な
ど
で
親
し
み
や
す
い
デ

ザ
イ
ン
の
ご
当
地
プ
レ
ー
ト
が
採
用
で

き
れ
ば
、
区
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
と
同

時
に
「
走
る
広
告
塔
」
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ

効
果
も
期
待
で
き
る
。
今
後
、
実
現
に

向
け
庁
内
関
係
部
門
と
協
議
し
、
予
算

化
の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

菅
谷
　
郁
恵

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
実
施

に
伴
う
保
育
の
質
と
量
の
拡
充
を
］

新
制
度
の
説
明
会
を
、
保
育
関
係
者

や
区
民
を
対
象
に
繰
り
返
し
行
う
べ
き
。

支
援
事
業
計
画
は
、
12
月
に
パ
ブ
・

コ
メ
と
区
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

区
は
、
よ
り
良
い
保
育
の
た
め
、
小

規
模
保
育
Ｂ
型
の
保
育
士
資
格
６
割
で

は
な
く
、
全
員
を
有
資
格
者
に
す
べ
き
。

保
育
の
質
の
確
保
は
、
重
要
な
課
題
。

保
育
士
資
格
の
な
い
従
事
者
は
、
区
長

が
定
め
る
研
修
の
受
講
を
義
務
付
け
る
。

特
に
複
数
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子

ど
も
が
増
え
る
中
で
、
安
全
・
安
心
な

給
食
の
提
供
の
た
め
に
自
園
調
理
を
原

則
と
し
、
調
理
員
を
配
置
す
べ
き
。

原
則
と
し
て
自
園
調
理
と
す
る
が
、

調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、

調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
人
当
た
り
の
面
積
、
遊
び
や
食
事
、

睡
眠
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
地
震
や
災

害
時
な
ど
の
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
を
。

地
域
型
保
育
事
業
の
実
施
で
は
、
保

育
の
質
の
向
上
や
、
子
ど
も
の
安
全
を

確
保
す
る
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め
る
。

障
が
い
児
保
育
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

保
育
士
を
加
配
す
る
な
ど
現
状
を
維
持
、

向
上
さ
せ
る
こ
と
や
巡
回
指
導
も
必
要
。

区
立
保
育
園
は
保
育
士
を
加
配
。
私

立
保
育
園
は
、
障
が
い
児
の
処
遇
向
上

の
経
費
を
加
算
。
統
合
保
育
実
施
園
に

は
現
在
同
様
、
巡
回
指
導
を
行
う
。

保
育
料
は
、
引
き
下
げ
る
こ
と
。
ま

た
、
保
育
所
以
外
の
認
証
保
育
所
や
事

業
所
に
も
軽
減
措
置
を
取
る
べ
き
。

保
育
料
は
、
新
制
度
の
国
の
考
え
方

を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
る
。

ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る

支
援
事
業
計
画
で
は
、
認
可
保
育
所
増

設
で
、
直
ち
に
待
機
児
０
に
す
る
こ
と
。

平
成
26
年
度
大
田
区
待
機
児
解
消
緊

急
加
速
化
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

新
制
度
で
も
、
全
学
童
保
育
室
で
、

障
が
い
児
の
受
け
入
れ
体
制
の
確
立
を
。

支
援
の
必
要
度
に
応
じ
て
支
援
員
を

配
置
。
ま
た
必
要
な
研
修
を
実
施
す
る
。

質
の
高
い
学
童
保
育
や
技
術
の
継
承

の
た
め
、
正
規
職
員
の
採
用
を
す
べ
き
。

今
後
も
多
様
な
運
営
主
体
と
の
連
携
、

協
働
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
く
。

［
障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く
支
援
］

障
が
い
者
の
緊
急
一
時
保
護
、
居
住

の
場
の
整
備
は
急
務
。
都
営
住
宅
の
建

て
替
え
時
や
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
改
修

な
ど
、
目
標
を
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
。

大
田
区
障
害
者
計
画
・
第
４
期
大
田

区
障
害
福
祉
計
画
で
、
検
討
し
て
い
る
。

支
援
が
遅
れ
て
い
る
精
神
障
が
い
者

に
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制
（
訪
問
）
と

保
健
師
の
増
員
計
画
を
持
つ
べ
き
。

地
域
健
康
課
の
保
健
師
訪
問
や
、
都

立
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
も
活
用
。

保
健
師
の
増
員
は
、
適
切
に
判
断
す
る
。

65
歳
に
な
る
と
、
優
先
的
に
介
護
保

険
制
度
へ
の
移
行
は
問
題
。
必
要
な
支

援
を
選
べ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

厚
生
労
働
省
通
知
で
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
可
能
。
適
切
な
対

応
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

移
行
後
の
新
蒲
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
声

の
図
書
室
は
、
障
が
い
者
の
会
議
室
な

ど
に
活
用
す
る
こ
と
。

新
蒲
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど

も
踏
ま
え
て
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

黒
川
　
仁

大
田
区
議
会

民
主
党
・
新
政
会

［
ご
み
に
つ
い
て
］

池
上
で
地
域
の
合
意
が
な
い
ま
ま
、

あ
る
自
治
会
長
が
一
方
的
に
集
積
所
を

廃
止
し
て
大
問
題
に
。
集
積
所
管
理
の

徹
底
と
併
せ
て
、
適
正
分
別
・
排
出
指

導
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
指
導
班
の
配
置
を

大
森
、
蒲
田
に
重
点
化
す
る
べ
き
。

適
正
な
配
置
の
も
と
、
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
の
向
上
も
視
野
に
指
導
す
る
。

悪
質
な
ご
み
捨
て
に
対
し
、
防
犯
カ

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
貸
し
出
し
で

監
視
体
制
の
強
化
も
必
要
と
考
え
る
が
。

防
止
策
を
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

［
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
］

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
ど

う
増
や
す
か
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

活
用
で
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
。

指
導
者
の
派
遣
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
研
修
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
体

験
な
ど
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
し
っ
か

り
と
活
動
し
て
い
る
人
へ
、
手
当
が
い

く
よ
う
に
予
算
配
分
の
見
直
し
を
。

現
在
は
条
例
、
規
則
で
定
め
ら
れ
た

非
常
勤
職
員
の
報
酬
の
額
を
支
払
っ
て

い
る
。
活
動
費
は
今
後
研
究
し
て
い
く
。

野
呂
　
恵
子

大
田
区
議
会

緑
の
党

［
出
前
講
座
に
つ
い
て
］

出
前
講
座
を
、
区
民
へ
の
情
報
発
信

と
理
解
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
の

人
材
育
成
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
は

い
か
が
か
。

出
前
講
座
が
職
員
の
人
材
育
成
と
共

に
、
区
民
の
区
政
理
解
・
区
政
参
加
を

進
め
る
一
つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
。

［
福
祉
政
策
に
つ
い
て
］

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
社
会
福
祉
法

人
が
連
携
し
、
要
支
援
家
庭
や
生
活
困

窮
者
の
支
援
に
取
り
組
む
仕
組
み
、
基

金
の
創
設
な
ど
を
検
討
し
て
は
い
か
が

か
。
社
会
福
祉
法
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

要
支
援
家
庭
の
支
援
の
た
め
に
連
携
し

て
取
り
組
め
る
力
と
考
え
る
。

区
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

中
心
と
し
た
社
会
福
祉
法
人
な
ど
と
の

連
携
を
促
進
し
、
互
い
に
支
え
合
え
る

地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
取
り
組
む
。

【
異
常
気
象
へ
の
備
え
】

　
平
成
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
被
災

者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
気
象
庁
は
、
異
常
気

象
が
常
態
化
す
る
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。
区
は
、
気
象
情
報
と
災

害
デ
ー
タ
な
ど
を
総
合
的
に
捉
え
、

適
時
適
切
に
情
報
提
供
し
ま
す
。
区

民
の
皆
様
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
災

対
策
を
考
え
、
被
害
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
区
長
と
し
て
の
基
本
理
念
】

　

私
は
、
大
田
区
長
と
し
て
、「
地

域
力
」
と
「
国
際
都
市
」
を
理
念
と

し
て
、
新
し
い
発
想
で
大
田
区
政
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
大
田
区
は
、

日
本
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
羽
田
空
港
を

擁
し
、
陸
・
海
・
空
の
結
節
点
と
し

て
、
日
本
の
経
済
成
長
を
牽
引
し
得

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。

大
田
区
長
の
職
は
、
首
都
圏
の
活
性

化
、
我
が
国
経
済
の
競
争
力
強
化
に

も
貢
献
で
き
ま
す
。
大
田
区
の
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
職
員
力
を
結
集

し
て
重
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
羽
田
空
港
跡
地
の
整
備
】

　
羽
田
空
港
の
跡
地
は
、
官
民
連
携

に
よ
る
国
内
外
の
企
業
・
人
材
を
結

ぶ
戦
略
拠
点
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
整
備
を
行
い
、

地
方
の
魅
力
あ
る
文
化
や
産
品
な
ど

を
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
世
界
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
羽
田
空
港
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
と
し
て
日
本

各
地
と
海
外
を
結
び
、
共
に
成
長
し

て
い
く
仕
組
み
が
国
家
戦
略
に
か
な

う
も
の
で
あ
り
、「
国
際
都
市
お
お

た
」
を
具
現
化
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
国
道
３
５
７
号
に
つ
い
て
】

　
私
は
、
内
閣
府
に
赴
き
、
羽
田
空

港
周
辺
と
京
浜
臨
海
部
の
連
携
強
化

の
方
向
性
や
諸
条
件
に
つ
い
て
、
国

際
競
争
力
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、

歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
大
田
区

の
考
え
方
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
国
と
地
方
に
よ
る
連
携
強

化
推
進
委
員
会
の
設
置
、
神
奈
川
口

構
想
の
連
絡
橋
整
備
と
国
道
３
５
７

号
を
神
奈
川
方
面
へ
延
伸
す
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
】

　
27
年
の
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
新
制
度
に
よ
り
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
、
保
育
、
地
域
の
様
々

な
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
と
質
の

向
上
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
の
お
子

さ
ん
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
通
学
路
防
犯
設
備
整
備
事
業
】

　
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
今
後
５
年
間
に
、
区
内

の
す
べ
て
の
小
学
校
の
通
学
路
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。
東
京
都

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
26
年
度

は
、
ま
ず
５
校
に
設
置
し
、
通
学
路

に
お
け
る
児
童
の
安
全
・
安
心
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

区
長
挨
拶 

（
抜
粋
）

松原忠義区長
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平成
25年度
各会計
歳入歳出
決算

会計名
歳入 歳出

差引額等
決算額 収入率 決算額 執行率

一般会計 2,406億3,094万1,064円 101.97％ 2,258億2,545万8,100円 95.70％
148億  548万2,964円
73億  447万2,000円
 75億  101万　964円

（財政基金へ繰り入れ）
（26年度へ繰り越し）

国民健康保険事業特別会計 748億7,103万5,133円 100.69％ 726億2,525万5,271円 97.67％ 22億4,577万9,862円（26年度へ繰り越し）
後期高齢者医療特別会計 131億3,226万3,620円 100.12％ 130億5,753万4,456円 99.55％ 7,472万9,164円（26年度へ繰り越し）
介護保険特別会計 446億5,229万　823円 99.29％ 442億3,827万7,233円 98.37％ 　4億1,401万3,590円（26年度へ繰り越し）

決算に対する各会派の意見平 成 25 年 度

　平成25年度大田区一般会計歳入歳出決
算及び国民健康保険事業・後期高齢者医
療・介護保険の各特別会計歳入歳出決算に
ついて、9月12日の本会議で決算特別委員
会（議長及び議員選出監査委員を除く43
名で構成）を設置し、9月29日から10月
7日までの間、実質6日間にわたり集中的
に審査しました。これらの決算に対する各
会派の意見は次のとおりです。 菅谷郁恵　副委員長 広川恵美子　副委員長大森昭彦　委員長決算特別委員会審査の様子

自由民主党大田区民連合

大田区議会公明党

日本共産党大田区議団

大田区に吹く追い風を捉えた区政運営を

国際都市大田の実現でまちに活力を

消費税増税中止・区民生活応援の区政に転換を

多様性と親和性に富む、寛容な大田区行政を目指して

　大田区議会公明党は平成25年度一般会計決算、
各特別会計決算を認定しました。実質収支額は１
４６億円余の黒字で今後の財政需要に応えられる
ものです。今後も羽田国際化の果実を区民生活向
上につながるよう努力してまいります。
　今議会で提案しました産後ケアの推進、地域包
括ケアシステム構築、生活困窮家庭への学習支援、

生活困窮者相談窓口の設置、心身障がい者緊急一
時保護事業の充実、家族介護者支援、感震ブレー
カーの周知とあっせん販売、公園へのＡＥＤ設置、
見守りキーホルダーの登録更新の体制づくり、障
がい者の投票環境整備、学校施設のノロウイルス
などおう吐時の対応、ブックシャワーの全図書館
設置などは区民満足度向上のため必要な事業です。

　今決算では、リフォーム助成の拡充、３箇所の
特養ホームと１箇所の老健施設の整備支援など区
民要求が実現したことは評価します。しかし、予
算編成で40事業削減し、さらに、執行段階で暮ら
し・福祉を切り捨てて実質１４６億円を余らせて
いること、また、職員削減を進め民間委託などで
不安定雇用を増やし、その結果、基金総額は１, ０

１４億円となり、一方で新空港線蒲蒲線など大規
模開発を推進したことなどから反対しました。
　また、消費税８％増税で区民への影響が深刻な
なか抜本的な対策、来年10月の増税中止、介護保
険の改悪でサービスを後退させない、保育園増設
や新製品・新技術開発支援事業の拡充など、安心
して暮らせる大田区のために提案を行いました。

　平成25年度大田区一般会計及び各特別会計の歳
入歳出決算、全ての議案について認定することに
賛成いたします。実質、単年度、実質単年度の各
収支が過去３年間増加する一方で、更なる行政サ
ービスの質の向上と、コストカットが必要です。
川崎市・品川区との連携強化、保育士宿舎借上げ
事業などによる保育士不足と待機児童の解消、精

神障がいや発達障がい、特に大人の発達障がいの
方々への更なる理解と就労を含めた支援、手話通
訳の情報通信技術活用による拡大、魅力ある観光
案内所と誘導サインの充実、突発的自然災害に対
する地域の理解と協力体制の強化、芝生化事業の
スキーム自体の再構築、環境と健康に良い自転車
のまちづくりなどを提案しました。

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【反対】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　平成25年度の決算を認定します。災害対策への
需要が増す中で、経済活動の停滞から当初は財源
不足も懸念された年でもありましたが、区は学校
防災活動拠点や集中豪雨などの災害対策、地域力
の向上、区民の安心安全なまちづくり、総合防災
力の強化を図ってきました。引き続き、待機児童
対策、教育施設の改築、障がい者総合サポートセ

ンターの開設・運営、都市基盤施設の整備及び産
業振興などに注力してまいります。併せて、国家
戦略特区の指定を生かし観光施策の充実と地域振
興につなげ、「国際都市おおた」に吹く追い風をし
っかりと捉えながら、安定的な福祉、公共サービ
スの維持を図るためにも、「選択と集中」を進め
健全な財政運営を区と共に推進してまいります。

大田区議会民主党・新政会
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◎
は
全
会
一
致

 

◆
は
賛
成
者
多
数

区
長
提
出
議
案

平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

平
成
26
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
３
次
）

　

 

公
共
施
設
整
備
資
金
積
立
基
金
積
立
金

な
ど
59
億
２
、
３
２
３
万
７
千
円
増
額

す
る
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
第
１
次
）

　

 

25
年
度
国
・
都
支
出
金
等
返
還
金
な
ど

３
、
４
２
１
万
２
千
円
増
額
す
る
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
１
次
）

　

 

25
年
度
広
域
連
合
か
ら
の
葬
祭
費
交
付

金
超
過
分
返
還
金
と
し
て
７
１
９
万
９

千
円
増
額
す
る
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
次
）

　

 

25
年
度
決
算
確
定
に
よ
る
負
担
金
等
精

算
な
ど
４
億
１
、
４
１
１
万
１
千
円
増

額
す
る
。

条
例
の
制
定

◎ 

大
田
区
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　

 

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
。

◆ 

大
田
区
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
。

◆ 

大
田
区
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

 

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◎ 

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例

　

 

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
益

的
法
人
等
に
、
公
益
社
団
法
人
大
田
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
加
え
る
ほ

か
、
蒲
田
開
発
事
業
株
式
会
社
の
商
号

の
変
更
に
伴
い
、
規
定
を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
手
数
料
条
例

　

 

薬
事
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
理
す
る
。

◆
大
田
区
特
別
区
税
条
例

　

 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
税
率
を
引
き
上
げ
、
経
年

車
重
課
の
特
例
を
設
け
る
と
と
も
に
、

　

 

肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係

る
課
税
の
特
例
の
適
用
を
３
年
延
長
す

る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◎ 

大
田
区
学
童
保
育
の
実
施
等
に
関
す
る
条
例

　

 

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
学
童
保

育
の
対
象
児
童
の
範
囲
を
拡
大
す
る
ほ

か
、
そ
の
実
施
場
所
及
び
実
施
時
間
を

拡
充
す
る
。

◆ 

大
田
区
保
育
の
実
施
等
に
関
す
る
条
例

　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
を
定

め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
立
心
身
障
害
児
通
所
施
設
条
例

　

 

大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
わ
か

ば
の
家
分
室
を
設
置
す
る
ほ
か
、
規
定

を
整
理
す
る
。

区
分
所
有
建
物
の
取
得

◆
公
共
自
転
車
駐
車
場

　
所
在
：
蒲
田
四
丁
目
１
０
０
番
地

　
取
得
金
額
：
２
億
２
、
８
０
０
万
円

特
別
区
道
路
線
の
認
定

◎
特
別
区
道
路
線
の
認
定

・ 

西
糀
谷
四
丁
目
23
番
20
の
一
部
か
ら

西
糀
谷
四
丁
目
２
８
６
８
番
３
の
一

部
ま
で

訴
え
の
提
起

◎ 

建
物
明
渡
し
等
の
請
求
に
関
す
る
民
事

訴
訟
の
提
起

・ 

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
２
３
３
万
６
、

１
４
０
円

◎ 

区
民
住
宅
使
用
料
等
の
支
払
請
求
に
関

す
る
民
事
訴
訟
の
提
起

・ 

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
６
０
２
万
４
、

５
８
１
円

報
告

●  

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
の
状
況

　

 

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

及
び
将
来
負
担
比
率
は
黒
字
で
あ
り
、

実
質
公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
0.6
％
で

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

●  

区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決
定

に
係
る
専
決
処
分

　

 

⑴ 

区
立
保
育
園
の
園
児
の
転
倒
に
よ
る

人
身
事
故

　
　

処
分
日
：
平
成
26
年
６
月
17
日

　
　
賠
償
金
額
：
74
万
２
４
５
円

　
⑵
区
道
上
に
お
け
る
人
身
事
故

　
　
処
分
日
：
平
成
26
年
８
月
１
日

　
　
賠
償
金
額
：
４
万
４
、
０
９
３
円

　
⑶
ご
み
収
集
作
業
車
に
よ
る
人
身
事
故

　
　
処
分
日
：
平
成
26
年
８
月
18
日

　
　
賠
償
金
額
：
５
万
８
、
４
１
４
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●  

大
田
区
大
森
地
域
庁
舎
大
規
模
改
修
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
26
年
７
月
７
日

　

 

契
約
金
額
を
２
億
６
、
２
７
２
万
５
０

０
円
か
ら
２
億
６
、
３
８
３
万
２
、
９

０
０
円
に
変
更
す
る
。

任
命
に
伴
う
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◆
鈴
木　

清
子

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

◎
皆
川　

美
智
子
（
再
任
）

◎
峯
岸　

順
子
（
再
任
）

◎
上
松　

由
紀
子
（
再
任
）

◎
樋
渡　

俊
一
（
再
任
）

◎
尾
﨑　

俊
之
（
再
任
）

議
員
提
出
議
案

◆
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）

委
員
会
提
出
議
案

◎ 

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
減
免

措
置
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

◎ 

羽
田
空
港
に
お
け
る
騒
音
対
策
と
ア
ク

セ
ス
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）

そ
の
他

議
員
の
派
遣

◆
親
善
訪
問
調
査
（
産
業
調
査
）

　

 

派
遣
期
間
：
平
成
26
年
10
月
26
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で

　

 

派
遣
場
所
：
ス
イ
ス
連
邦
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市
、

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
市
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
、
レ
ザ
ン

　

 

派
遣
議
員
：
安
藤
充
、
塩
野
目
正
樹
、

　
鈴
木
隆
之

会　派　名
（所属議員数）

件　　　名

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
民
主
党
・
新
政
会

無
所
属
の
会

大
田
区
議
会
緑
の
党

大
田
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

改
革
民
主
党結
　
　
　
果

⒂ ⑿ ⑼ ⑹ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

平成25年度
歳入歳出
決算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ × × × 認定
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成26年度
補正予算

一般会計（第3次） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計（第1次） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

条例の制定
大田区特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例 ○ ○ × ○ ○ × × ○ 可決
大田区家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例 ○ ○ × ○ ○ × × ○ 可決

条例の
一部改正

大田区特別区税条例 ○ ○ × ○ ○ × × ○ 可決
大田区保育の実施等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

区分所有建物の取得について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 可決
議員提出
議案

大田区高齢者介護支援手当条例 × × ○ × × × × × 否決
大田区学校給食費助成条例 × × ○ × × × × × 否決
地方税財源の拡充に関する意見書 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員の派遣 親善訪問調査 ○ ○ × ○ － × × ○ 可決

意見が異なった議案などに対する各会派の態度
○：賛成　×：反対　－：欠席

　

今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ
れ
た
も
の

及
び
継
続
審
査
し
て
い
た
も
の
で
今
回
採

決
し
た
も
の
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

か
っ
こ
内
が
審
査
結
果
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

● 

選
挙
で
の
「
期
日
前
投
票
所
」
の
増
設

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

地
域
・
産
業
委
員
会

● 

長
期
在
留
す
る
非
正
規
滞
在
外
国
人
住

民
を
正
規
化
す
る
た
め
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

● 

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減

措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
陳
情
ほ
か
２
件
（
採
択
）

● 

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

● 

京
急
蒲
田
駅
前
交
番
の
移
転
場
所
に
関

す
る
陳
情
（
採
択
）

● 

核
廃
絶
に
向
け
て
日
本
政
府
の
積
極
的

努
力
を
要
望
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
（
不
採
択
）

● 

消
費
税
増
税
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
ほ
か
１
件
（
不
採
択
）

● 

消
費
税
増
税
の
撤
回
と
増
税
中
止
を
求

め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
（
不

採
択
）

保
健
福
祉
委
員
会

● 

い
き
い
き
公
園
体
操
事
業
の
促
進
を
求

め
る
陳
情
（
継
続
）

● 

医
療
・
介
護
総
合
推
進
法
の
地
域
支
援

事
業
で
自
己
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

保
持
を
求
め
る
陳
情
（
継
続
）

都
市
・
環
境
委
員
会

● 

首
都
直
下
地
震
に
備
え
減
災
を
目
的
と

し
た
旧
耐
震
家
屋
減
少
対
策
実
施
に
関

す
る
陳
情
（
継
続
）

● 

京
急
大
森
町
、
梅
屋
敷
駅
前
道
路
傾
斜

の
補
修
に
つ
い
て
の
陳
情
（
継
続
）

● 

池
上
５
丁
目
公
園
ト
イ
レ
の
改
善
に
関

す
る
陳
情
（
継
続
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

● 

「
ク
オ
リ
ス
キ
ッ
ズ
く
が
は
ら
保
育
園
」

等
の
大
規
模
保
育
園
の
建
築
・
開
設
許

可
に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

● 

「
ク
オ
リ
ス
キ
ッ
ズ
く
が
は
ら
保
育
園
」

等
の
大
規
模
保
育
園
の
安
全
管
理
に
関

す
る
陳
情
（
不
採
択
）

● 

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」施
行
に

あ
た
っ
て
保
育
の
質
の
確
保
と
待
機
児

解
消
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

● 

平
成
27
年
度
か
ら
の
馬
込
小
に
お
け
る

全
学
年
35
人
以
下
学
級
の
実
施
に
関
す

る
請
願
（
継
続
）

● 

保
育
人
材
不
足
の
解
消
と
育
成
に
つ
い

て
対
策
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

● 

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
け
る

公
定
価
格
へ
の
対
策
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

● 

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
の
具
体
化

に
あ
た
っ
て
の
陳
情
（
不
採
択
）

● 

障
が
い
児
へ
の
保
育
園
入
園
の
選
考
基

準
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
陳
情

（
不
採
択
）

● 

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」の
説
明

会
を
今
後
も
さ
ら
に
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
陳
情
（
不
採
択
）

● 

小
規
模
事
業
の
保
育
士
配
置
に
あ
た
っ

て
有
資
格
者
を
４
分
の
３
以
上
に
引
き

上
げ
て
ほ
し
い
陳
情
（
不
採
択
）

● 

保
育
士
の
人
材
確
保
と
保
育
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
予
算
措
置
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
陳
情
（
不
採
択
）

議
会
運
営
委
員
会

● 

大
田
区
議
会
の
議
会
改
革
（
傍
聴
に
関

わ
る
資
料
の
事
前
公
開
）
を
求
め
る
陳

情
（
不
採
択
）

● 

大
田
区
議
会
の
議
会
改
革
（
会
議
の
動

画
記
録
の
さ
ら
な
る
推
進
）
を
求
め
る

陳
情
（
不
採
択
）

● 

大
田
区
議
会
の
議
会
改
革
（
障
害
者
へ
の

合
理
的
配
慮
）を
求
め
る
陳
情（
不
採
択
）

● 

本
会
議
場
の
モ
ニ
タ
ー
設
置
に
関
す
る

陳
情
（
不
採
択
）

● 

大
田
区
議
会
の
議
会
改
革
（
傍
聴
に
関

る
資
料
の
事
前
公
開
）
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

● 

区
民
の
税
金
を
使
っ
て
の
海
外
へ
の

「
親
善
訪
問
調
査
」の
中
止
を
求
め
る
陳

情
（
不
採
択
）

第
3
回

定
例
会
の

請
願
・
陳
情
の
結
果

第
3
回

定
例
会
で

決
ま
っ
た
議
案
な
ど
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区議会だより
おおた
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No.211 平成26年11月9日発行

期　　間 平成26年7月9日から7月10日まで
訪問都市 秋田県仙北郡美郷町
訪問議員 �安藤充、伊藤和弘、塩野目正樹、伊佐治剛、冨田俊一、広川恵美子、
　　　　　田村英樹、山崎勝広、森愛、野呂恵子、福井亮二、佐藤伸

期　　間 平成26年7月17日から7月18日まで
視察場所 島根県出雲市、鳥取県日野郡日南町
視察議員 �塩野目正樹、伊藤和弘、伊佐治剛、松本洋之、勝亦聡、
　　　　　馬橋靖世、福井亮二

　議長をはじめとした、自民・公明・
共産・民主・緑の5会派、全12名で、
大田区と友好都市提携及び防災協定
を締結している秋田県美郷町を訪問
しました。美郷町では、松田知己町
長、髙橋猛議長、深沢義一副議長を
はじめ多くの方から温かい歓迎を受
けました。
　庁舎では、町議会での特徴的な取り組みを改めて伺い、防災・教育・産業・文
化などについての意見交換を行い、相互に補完し合えることを再確認すると共に、
友好交流の継続の効果を語り合いました。
　また、全国最初の幼保一体型認定こども園を抱え「教育県秋田」の礎となって
いる美郷町の認定こども園のうち「六郷わくわく園」を視察したほか、地域資源
を掘り起こし魅力あるまちづくりにつなげている具体事例として、町内各地の湧
水巡りやラベンダーの活用について、現地で説明を受けました。

　大田区議会では、議会改革の一環である
ICT（情報通信技術）化実現に向けた調査・
研究を図ることを目的として、4月にICT
化調査・研究会を立ち上げました。本視察
では、タブレット端末などを活用した先進
議会の事例を学び、今後のICT化推進に生
かすため、島根県の出雲市議会及び鳥取県
の日南町議会を訪問しました。
　出雲市議会は、タブレット端末を使用した議会資料の閲覧などについて、26年
3月定例会から実証実験を始め、12月定例会から本格実施を予定しています。議
員への資料提供は、クラウド方式（データをインターネット上に保存する方法）
で行っていました。一方、日南町議会は、26年5月の臨時議会からタブレット端
末を導入し、原則ペーパーレスの本格運用を始めています。議員への資料提供は、
メール送付を基本としつつ、クラウド方式も行っていました。
　こうした先進議会の状況も踏まえ、大田区議会としては、まずペーパーレスの
実現を目指し、コスト削減や議会運営の効率化など、様々な視点から引き続き調査・
研究を進めていきます。

秋田県美郷町親善訪問

ＩＣＴ化先進議会視察

　我が国の経済状況は、平成26年９月に内閣府が公表した月例経済報告における景気の基調判断
において、「景気は、このところ一部に弱さもみられるが、緩やかな回復基調が続いている。」とさ
れているが、「企業収益は、改善に足踏みがみられる。企業の業況判断は、慎重となっているもの
の、改善の兆しもみられる。」と報告されたところである。
　しかしながら、区内中小企業を対象に景気動向を調査した、平成26年４月から６月期「大田区
の景況」における業況は、調査対象全業種において、厳しい状況にあり、来期の予測においても
「低迷が続く」「悪化傾向を大幅に強める」と報告されている。生産拠点のグローバル化が進展し
た現在、このような景気持ち直しの動きも企業規模等により大きな相違があり、ただちに区内中
小企業の業績改善に結びつくとは言えない状況である。特に経営基盤が脆弱な小規模事業者を取
り巻く環境は、これまでの長期的な景気の低迷に加えて、後継者不足問題など様々な危機に晒さ
れながら厳しい経営を強いられている現状にある。
　このような厳しい社会経済環境の中、東京都が従来から実施している小規模非住宅用地に対す
る固定資産税及び都市計画税の減免措置等は、小規模事業者にとっての事業の継続や経営の健全
化に寄与し、また、多くの区民生活に対しても安定をもたらすものであり、欠くことのできない措
置となっている。
　こうした減免措置等について、東京都が廃止も視野に見直しを行おうとすれば、区内小規模事
業者の経済的、心理的影響は極めて大きく、区内経済に与える悪影響が懸念されるところである。
　よって、大田区議会は東京都に対し、以下の措置を平成27年度以後も継続することを求めるも
のである。

１　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置
３　�商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる
減額措置

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年９月25日
東京都知事　宛

大田区議会議長

　住民福祉の増進等に責任を負う地方自治体においては、地方がその責任
と権限に応じた役割を果たせるよう、地方税財源の拡充を図る必要がある。
　しかし、国は、平成２６年度税制改正において、地方法人特別税・地方
法人特別譲与税を廃止しないだけでなく、地方の貴重な自主財源である法
人住民税の国税化を新たに導入し、消費税率の１０パーセントへの引上げ
時には、法人住民税の国税化をさらに進めるとした。こうした措置は、地
方税財源の拡充につながらず、地方の自立そのものを妨げ、地方分権の流
れに逆行するものである。併せて、来年度からは法人実効税率の引下げが
予定されており、地方税財政への影響が強く懸念されている。
　大田区では、国家戦略特別区域制度を活用した、未来に向けたまちづく
りを進めていくことが喫緊の課題となっている。このほか、住民の暮らしや
企業活動を支えるため、急激に押し寄せる高齢化への対応や保育所待機児
童の解消、高度成長期に全国に先駆けて建設された公共施設の維持・更新、
防災力の強化、産業振興対策など、大都市特有の膨大な財政需要が存在し
ており、税収の多さのみに着目して、財政的に富裕であると断ずることは
適当でない。
　地方自治体が責任を持って充実した住民サービスを提供していくために
は、需要に見合う財源の確保が不可欠であり、地方財政が抱える巨額の財
源不足という問題は、限られた地方税財源の中での財源調整では根本的な
解決を図ることはできない。
　よって、大田区議会は、国会及び政府に対し、地方税の根本原則をゆが
める地方法人特別税・地方法人特別譲与税と法人住民税の国税化を直ちに
撤廃して地方税として復元し、地方が担う権限と責任に見合う地方税財源
の拡充という本質的な問題に取り組むよう強く要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年10月９日
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、総務大臣及び財務大臣　宛

大田区議会議長

　羽田・成田空港の機能強化については、学者・専門家で構成する首都圏空港
機能強化技術検討小委員会において技術的な選択肢が取りまとめられた。これを
もとに、本年８月26日には国や関係自治体、航空会社等との間で「首都圏空港
機能強化の具体化に向けた協議会」が開催され、羽田空港の新しい滑走路運用・
飛行経路案が示されたところである。今回示されたＢ滑走路からの西向き離陸や
都心上空を通過するＡ及びＣ滑走路への着陸は、大田区市街地へこれまで以上
の騒音影響が見込まれ、空港との共存共栄を望む地元大田区の願いに逆行する
ものと懸念している。
　また、Ａ滑走路北側へ離陸後、直ちに市街地上空を左旋回する航空機運用に
ついては、大きな騒音被害が生じることから、大田区は長らくその廃止を求めて
きた。平成22年５月に貴省から発出された、再拡張後の運用に対する大田区へ
の回答では、この左旋回について、当面１日３便以下とし、空港運用の慣熟を経
て数年で廃止することを目標とするとされている。しかし、いまだに廃止に至ら
ず、地域住民の不安は払しょくされていない。
　そのような中、本年３月からの国際線発着容量の拡大により、空港周辺の新た
な交通ネットワークの需要が高まりを見せている。国際空港のポテンシャルを活
用した首都圏の国際競争力を向上させるためには、道路・鉄道等による空港への
アクセス機能の強化が不可欠である。特に、国道357号の多摩川トンネル以南の
早期延伸整備に着手し、地域と共存していくためにも空港機能を最大限に活かせ
る交通ネットワークを構築することが急務である。
　よって、大田区議会は、政府に対し、下記の事項を強く要請する。

記

１　�Ｂ滑走路からの西向き離陸や都心上空を通過するＡ及びＣ滑走路への着陸
は、大田区市街地へこれまで以上の騒音影響と安全性への不安を与えてい
る。このことから、より地域住民の意見を丁寧に聴き、不安を払しょくする
こと。

２　Ａ滑走路北側離陸左旋回を速やかに廃止すること。
３　国道357号の多摩川トンネル以南の延伸整備着手を早急に実現すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成26年10月９日

国土交通大臣　宛
大田区議会議長

固定資産税及び都市計画税の減免措置等の継続を求める意見書地方税財源の拡充に関する意見書

羽田空港における騒音対策とアクセスの強化を求める意見書

　

　大田区議会では、平成26年第3回定例会から、聴覚などに障がいのある方
が本会議及び委員会の傍聴を希望する場合、手話通訳者を配置しています。
傍聴希望日の7日前までに下記担当へお申し出ください。

TEL  03-5744-1473　FAX  03-5744-1541

傍聴における手話通訳者の配置について

議会事務局議事担当




